
Ｃ   
ＦＭいずのくにへの市のかかわり方について、 

おうかがいします。 

 

Ｃ-01   自宅でＦＭいずのくに

は聴こえますか。 

  
１聴こえる ２聴こえない ３わからない        

     ⇒「２ 聴こえない」または「３ わからない」と答えた方はＣ-05へ 

 

全  体 聴こえる 聴こえない わからない 無回答 

810 236 124 423 27 

100.0 29.1 15.3 52.2 3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1 15.3 52.2 3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聴こえる 聴こえない わからない 無回答



【クロス集計 C-01×スマートフォン所持】 

  全  体 聴こえる 聴こえない わからない 無回答 

  全  体 
810 236 124 423 27 

100.0 29.1 15.3 52.2 3.3 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持 

自分が持っている 
688 211 104 363 10 

100.0 30.7 15.1 52.8 1.5 

自分は持っていないが

同居家族が持っている 

68 14 14 36 4 

100.0 20.6 20.6 52.9 5.9 

同居家族を含め誰も持

っていない 

39 9 4 24 2 

100.0 23.1 10.3 61.5 5.1 

 
    

 

       

            

 N=           

  全  体 

 

 

810           

自分が持っている 

 

 

688           

自分は持っていな

いが同居家族が持

っている 

68           

同居家族を含め誰

も持っていない 

 

39           

 

  

29.1

30.7

20.6

23.1

15.3

15.1

20.6

10.3

52.2

52.8

52.9

61.5

3.3

1.5

5.9

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聴こえる 聴こえない わからない 無回答



Ｃ-01で『１ 聴こえる』と答えた方にうかがいます。 

Ｃ-02 
  
ＦＭいずのく

にを聴いてい

ますか。 

  １ ほぼ毎日聴いている ２ ときどき聴いている 

       ３ 聴いていない                       

 

  全  体 
ほぼ毎日聴
いている 

ときどき聴い
ている 

聴いていない   無回答 

236 13 90 133 0 
100.0 5.5 38.1 56.4 0.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5 38.1 56.4 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日聴いている ときどき聴いている 聴いていない 無回答



【クロス集計 C-02×年齢】 

    全  体 
ほぼ毎日
聴いている 

ときどき聴
いている 

聴いていな
い 

  無回答 

  全  体 
236 13 90 133 0 

100.0 5.5 38.1 56.4 0.0 

年
齢 

30歳未満 
8 0 2 6 0 

100.0 0.0 25.0 75.0 0.0 

30歳代 
11 1 7 3 0 

100.0 9.1 63.6 27.3 0.0 

40歳代 
28 1 9 18 0 

100.0 3.6 32.1 64.3 0.0 

50歳代 
58 0 17 41 0 

100.0 0.0 29.3 70.7 0.0 

60歳代 
49 6 18 25 0 

100.0 12.2 36.7 51.0 0.0 

70歳以上 
82 5 37 40 0 

100.0 6.1 45.1 48.8 0.0 

 

            

            

年齢 N=           

  全  体 236           

30歳未満 8           

30歳代 11           

40歳代 28           

50歳代 58           

60歳代 49           

70歳以上 82           

  

5.5

0.0

9.1

3.6

0.0

12.2

6.1

38.1

25.0

63.6

32.1

29.3

36.7

45.1

56.4

75.0

27.3

64.3

70.7

51.0

48.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日聴いている ときどき聴いている 聴いていない 無回答



Ｃ-02で『１ ほぼ毎日聴いている』と答えた方にうかがいます。 

Ｃ-03    どの時間帯に聴

いていますか。 

（〇はいくつでも） 

 １ ７～９時  ２ ９～12時  ３ 12～13時 

   ４ 13～16時   ５ 16～19時   ６ 19時～ 

 

  全  体 ７～９時 ９～12時 12～13時 13～16時 16～19時 19時～ 無回答 

13 5 2 2 4 4 2 0 

100.0 38.5 15.4 15.4 30.8 30.8 15.4 0.0 

 

 

７～９時          

９～12時          

12～13時 
         

13～16時          

16～19時          

19時～          

  無回答          

 

  

38.5

15.4

15.4

30.8

30.8

15.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100



Ｃ-02で『１ ほぼ毎日聴いている』又は『２ ときどき聴いている』と答えた方

にうかがいます。 

Ｃ-04    令和元年 10月の台風 19

号襲来時に、ＦＭいずの

くにを聴きましたか。 

  １ 聴いた   ２ 聴いていない 

      ※令和元年台風 19号の市内被害 床上浸水 301

棟、床下浸水 307 棟 

 

全  体 聴いた 聴いていない 無回答 

103 28 69 6 
100.0 27.2 67.0 5.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.2 67.0 5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聴いた 聴いていない 無回答



【クロス集計 C-04×年齢】 

  全  体 聴いた 聴いていない 無回答 

  全  体 
103 28 69 6 

100.0 27.2 67.0 5.8 

年
齢 

30歳未満 
2 0 2 0 

100.0 0.0 100.0 0.0 

30歳代 
8 2 5 1 

100.0 25.0 62.5 12.5 

40歳代 
10 3 7 0 

100.0 30.0 70.0 0.0 

50歳代 
17 4 13 0 

100.0 23.5 76.5 0.0 

60歳代 
24 5 18 1 

100.0 20.8 75.0 4.2 

70歳以上 
42 14 24 4 

100.0 33.3 57.1 9.5 

 

            

            

年齢 N=           

  全  体 103           

30歳未満 2           

30歳代 8           

40歳代 10           

50歳代 17           

60歳代 24           

70歳以上 42           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.2

0.0

25.0

30.0

23.5

20.8

33.3

67.0

100.0

62.5

70.0

76.5

75.0

57.1

5.8

0.0

12.5

0.0

0.0

4.2

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聴いた 聴いていない 無回答



【クロス集計 C-04×スマートフォン所持】 

  全  体 聴いた 聴いていない 無回答 

  全  体 
103 28 69 6 

100.0 27.2 67.0 5.8 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

所
持 

自分が持っている 
93 25 64 4 

100.0 26.9 68.8 4.3 

自分は持っていないが
同居家族が持っている 

4 2 1 1 

100.0 50.0 25.0 25.0 

同居家族を含め誰も持
っていない 

6 1 4 1 

100.0 16.7 66.7 16.7 

 

 

スマートフォンの

所持 
N=           

  全  体 

 

 

103           

自分が持ってい

る 

 

93           

自分は持ってい

ないが同居家族

が持っている 

4           

同居家族を含め

誰も持っていない 

 

6           

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.2

26.9

50.0

16.7

67.0

68.8

25.0

66.7

5.8

4.3

25.0

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聴いた 聴いていない 無回答



【クロス集計 C-04×年齢×スマートフォン所持】 

  全  体 聴いた 聴いていない 無回答 

  全  体 
103 28 69 6 

100.0 27.2 67.0 5.8 

年
齢
・ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
か 

30歳未満 自分が持っている 
2 0 2 0 

100.0 0.0 100.0 0.0 

30歳代 自分が持っている 
8 2 5 1 

100.0 25.0 62.5 12.5 

40歳代 自分が持っている 
10 3 7 0 

100.0 30.0 70.0 0.0 

50歳代 自分が持っている 
17 4 13 0 

100.0 23.5 76.5 0.0 

60歳代 自分が持っている 
23 5 18 0 

100.0 21.7 78.3 0.0 

70歳以上 自分が持っている 
33 11 19 3 

100.0 33.3 57.6 9.1 

30歳未満 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

40歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

50歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

60歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

1 0 0 1 

100.0 0.0 0.0 100.0 

70歳以上 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

3 2 1 0 

100.0 66.7 33.3 0.0 

30歳未満 同居家族を含め
誰も持っていない 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代 同居家族を含め誰
も持っていない 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

40歳代 同居家族を含め誰
も持っていない 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

50歳代 同居家族を含め誰
も持っていない 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

60歳代 同居家族を含め誰
も持っていない 

0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

70歳以上 同居家族を含め
誰も持っていない 

6 1 4 1 

100.0 16.7 66.7 16.7 

 

  



 

 

 

 

           

年齢・スマホを持っているか N=           

  全  体 

 
103           

30歳未満 自分が持っている 

 
2 

          

30歳代 自分が持っている 

 
8           

40歳代 自分が持っている 

 
10           

50歳代 自分が持っている 

 
17           

60歳代 自分が持っている 

 
23           

70歳以上 自分が持っている 

 
33           

30歳未満 自分は持っていない

が同居家族が持っている 
0           

30歳代 自分は持っていないが

同居家族が持っている 
0           

40歳代 自分は持っていないが

同居家族が持っている 
0           

50歳代 自分は持っていないが

同居家族が持っている 
0           

60歳代 自分は持っていないが

同居家族が持っている 
1           

70歳以上 自分は持っていない

が同居家族が持っている 
3           

30歳未満 同居家族を含め誰も

持っていない 
0           

30歳代 同居家族を含め誰も持

っていない 
0           

40歳代 同居家族を含め誰も持

っていない 
0           

50歳代 同居家族を含め誰も持

っていない 
0           

60歳代 同居家族を含め誰も持

っていない 
0           

70歳以上 同居家族を含め誰も

持っていない 
6           

            

 

  

27.2

0.0

25.0

30.0

23.5

21.7

33.3

0.0

66.7

16.7

67.0

100.0

62.5

70.0

76.5

78.3

57.6

0.0

33.3

66.7

5.8

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

9.1

100.0

0.0

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聴いた 聴いていない 無回答



Ｃ-05   ＦＭいずのくには災害

情報を得るために、必

要だと思いますか。 

 

 １ 必要  ２ 必要とは思わない 

 ３ わからない      

 

 

  全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

810 312 110 309 79 

100.0 38.5 13.6 38.1 9.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.5 13.6 38.1 9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



【クロス集計 C-05×年齢】 

    全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

  全  体 
810 312 110 309 79 

100.0 38.5 13.6 38.1 9.8 

年
齢 

30歳未満 
34 11 5 15 3 

100.0 32.4 14.7 44.1 8.8 

30歳代 
59 24 6 28 1 

100.0 40.7 10.2 47.5 1.7 

40歳代 
116 41 17 54 4 

100.0 35.3 14.7 46.6 3.4 

50歳代 
155 68 23 53 11 

100.0 43.9 14.8 34.2 7.1 

60歳代 
179 64 28 72 15 

100.0 35.8 15.6 40.2 8.4 

70歳以上 
255 104 31 86 34 

100.0 40.8 12.2 33.7 13.3 

 

   

 
 

         

            
            

年齢 N=           

  全  体 810           

30歳未満 34           

30歳代 59           

40歳代 116           

50歳代 155           

60歳代 179           

70歳以上 255           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.5

32.4

40.7

35.3

43.9

35.8

40.8

13.6

14.7

10.2

14.7

14.8

15.6

12.2

38.1

44.1

47.5

46.6

34.2

40.2

33.7

9.8

8.8

1.7

3.4

7.1

8.4

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



【クロス集計 C-05×スマートフォン所持】 

    全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

  全  体 
810 312 110 309 79 

100.0 38.5 13.6 38.1 9.8 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

所
持 

自分が持っている 
688 275 97 266 50 

100.0 40.0 14.1 38.7 7.3 

自分は持っていないが
同居家族が持っている 

68 25 8 26 9 

100.0 36.8 11.8 38.2 13.2 

同居家族を含め誰も持っ
ていない 

39 10 4 16 9 

100.0 25.6 10.3 41.0 23.1 

 

            

            
            

スマートフォン

の所持 
N=           

  全  体 

 

 

810           

自分が持ってい

る 

 

688           

自分は持ってい

ないが同居家

族が持っている 

68           

同居家族を含

め誰も持ってい

ない 

39           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.5

40.0

36.8

25.6

13.6

14.1

11.8

10.3

38.1

38.7

38.2

41.0

9.8

7.3

13.2

23.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



【クロス集計 C-05×年齢×スマートフォン所持】 

    全体 必要 
必要とは
思わない 

わからな
い 

  無回答 

  全  体 
810 312 110 309 79 

100.0 38.5 13.6 38.1 9.8 

年
齢
・ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
か 

30歳未満 自分が持っている 
 

34 11 5 15 3 

100.0 32.4 14.7 44.1 8.8 

30歳代 自分が持っている 
 

58 24 6 27 1 

100.0 41.4 10.3 46.6 1.7 

40歳代 自分が持っている 
 

115 40 17 54 4 

100.0 34.8 14.8 47.0 3.5 

50歳代 自分が持っている 
 

146 66 21 49 10 

100.0 45.2 14.4 33.6 6.8 

60歳代 自分が持っている 
 

157 56 25 62 14 

100.0 35.7 15.9 39.5 8.9 

70歳以上 自分が持っている 
 

177 78 23 58 18 

100.0 44.1 13.0 32.8 10.2 

30歳未満 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

1 0 0 1 0 

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

40歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

1 1 0 0 0 

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

50歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

7 2 2 2 1 

100.0 28.6 28.6 28.6 14.3 

60歳代 自分は持っていない
が同居家族が持っている 

11 4 0 7 0 

100.0 36.4 0.0 63.6 0.0 

70歳以上 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

48 18 6 16 8 

100.0 37.5 12.5 33.3 16.7 

30歳未満 同居家族を含め誰
も持っていない 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代 同居家族を含め誰も
持っていない 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40歳代 同居家族を含め誰も
持っていない 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50歳代 同居家族を含め誰も
持っていない 

2 0 0 2 0 

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

60歳代 同居家族を含め誰も
持っていない 

8 3 2 2 1 

100.0 37.5 25.0 25.0 12.5 

70歳以上 同居家族を含め誰
も持っていない 

29 7 2 12 8 

100.0 24.1 6.9 41.4 27.6 

 

  



   
 
 

         

            
            

年齢・スマホを持っているか N=           

  全  体 

 
810           

30歳未満 自分が持っている 

 
34           

30歳代 自分が持っている 

 
58           

40歳代 自分が持っている 

 
115           

50歳代 自分が持っている 

 
146           

60歳代 自分が持っている 

 
157           

70歳以上 自分が持っている 

 
177           

30歳未満 自分は持っていないが

同居家族が持っている 
0           

30歳代 自分は持っていないが同

居家族が持っている 
1           

40歳代 

自分は持っていないが同居家族が持っている  
1           

50歳代 自分は持っていないが同

居家族が持っている 
7           

60歳代 自分は持っていないが同

居家族が持っている 
11           

70歳以上 自分は持っていないが

同居家族が持っている 
48           

30歳未満 同居家族を含め誰も持

っていない 
0           

30歳代 同居家族を含め誰も持っ

ていない 
0           

40歳代 同居家族を含め誰も持っ

ていない 
0           

50歳代 同居家族を含め誰も持っ

ていない 
2           

60歳代 同居家族を含め誰も持っ

ていない 
8           

70歳以上 同居家族を含め誰も持

っていない 
29           

            

 

  

38.5

32.4

41.4

34.8

45.2

35.7

44.1

0.0

100.0

28.6

36.4

37.5

0.0

37.5

24.1

13.6

14.7

10.3

14.8

14.4

15.9

13.0

0.0

0.0

28.6

0.0

12.5

0.0

25.0

6.9

38.1

44.1

46.6

47.0

33.6

39.5

32.8

100.0

0.0

28.6

63.6

33.3

100.0

25.0

41.4

9.8

8.8

1.7

3.5

6.8

8.9

10.2

0.0

0.0

14.3

0.0

16.7

0.0

12.5

27.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



Ｃ-06 

 
  
ＦＭいずのくには日常の

地域情報を得るために、

必要だと思いますか。 

 

 １ 必要  ２ 必要とは思わない 

 ３ わからない      

 

 

  全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

810 233 151 329 97 

100.0 28.8 18.6 40.6 12.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.8 18.6 40.6 12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



【クロス集計 C-06×年齢】 

    全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

  全  体 
810 233 151 329 97 

100.0 28.8 18.6 40.6 12.0 

年
齢 

30歳未満 
34 6 5 20 3 

100.0 17.6 14.7 58.8 8.8 

30歳代 
59 22 10 25 2 

100.0 37.3 16.9 42.4 3.4 

40歳代 
116 31 24 55 6 

100.0 26.7 20.7 47.4 5.2 

50歳代 
155 46 31 67 11 

100.0 29.7 20.0 43.2 7.1 

60歳代 
179 49 38 70 22 

100.0 27.4 21.2 39.1 12.3 

70歳以上 
255 79 43 91 42 

100.0 31.0 16.9 35.7 16.5 

 

   

 
 

         

            

            

年齢 N=           

  全  体 810           

30歳未満 34           

30歳代 59           

40歳代 116           

50歳代 155           

60歳代 179           

70歳以上 255           

 

 

 

 

 

 

28.8

17.6

37.3

26.7

29.7

27.4

31.0

18.6

14.7

16.9

20.7

20.0

21.2

16.9

40.6

58.8

42.4

47.4

43.2

39.1

35.7

12.0

8.8

3.4

5.2

7.1

12.3

16.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



【クロス集計 C-06×スマートフォン所持】 

    全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

  全  体 
810 233 151 329 97 

100.0 28.8 18.6 40.6 12.0 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所

持 

自分が持っている 
688 201 136 285 66 

100.0 29.2 19.8 41.4 9.6 

自分は持っていないが
同居家族が持っている 

68 19 10 28 11 

100.0 27.9 14.7 41.2 16.2 

同居家族を含め誰も持
っていない 

39 11 4 15 9 

100.0 28.2 10.3 38.5 23.1 

 

   
 
 

         

            
            

スマートフォン

の所持 
N=           

  全  体 

 

 

810           

自分が持ってい

る 

 

688           

自分は持ってい

ないが同居家

族が持っている 

68 
          

同居家族を含

め誰も持ってい

ない 

39           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.8

29.2

27.9

28.2

18.6

19.8

14.7

10.3

40.6

41.4

41.2

38.5

12.0

9.6

16.2

23.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



【クロス集計 C-06×年齢×スマートフォン所持】 

    全  体 必要 
必要とは思
わない 

わからない   無回答 

  全  体 
810 233 151 329 97 

100.0 28.8 18.6 40.6 12.0 

年
齢
・ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
か 

30歳未満 自分が持ってい
る 

34 6 5 20 3 

100.0 17.6 14.7 58.8 8.8 

30歳代 自分が持っている 
58 22 10 25 1 

100.0 37.9 17.2 43.1 1.7 

40歳代 自分が持っている 
115 30 24 55 6 

100.0 26.1 20.9 47.8 5.2 

50歳代 自分が持っている 
146 45 29 62 10 

100.0 30.8 19.9 42.5 6.8 

60歳代 自分が持っている 
157 42 35 60 20 

100.0 26.8 22.3 38.2 12.7 

70歳以上 自分が持ってい
る 

177 56 33 62 26 

100.0 31.6 18.6 35.0 14.7 

30歳未満 自分は持ってい
ないが同居家族が持ってい
る 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

1 0 0 0 1 

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

40歳代 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

1 1 0 0 0 

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

50歳代 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

7 1 2 3 1 

100.0 14.3 28.6 42.9 14.3 

60歳代 自分は持っていな
いが同居家族が持っている 

11 3 1 7 0 

100.0 27.3 9.1 63.6 0.0 

70歳以上 自分は持ってい
ないが同居家族が持ってい
る 

48 14 7 18 9 

100.0 29.2 14.6 37.5 18.8 

30歳未満 同居家族を含
め誰も持っていない 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代 同居家族を含め
誰も持っていない 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40歳代 同居家族を含め
誰も持っていない 

0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50歳代 同居家族を含め
誰も持っていない 

2 0 0 2 0 

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

60歳代 同居家族を含め
誰も持っていない 

8 2 1 3 2 

100.0 25.0 12.5 37.5 25.0 

70歳以上 同居家族を含
め誰も持っていない 

29 9 3 10 7 

100.0 31.0 10.3 34.5 24.1 

 

  



 
 

          

            

年齢・スマホを持っている

か 
N=           

  全  体 

 
810           

30歳未満 自分が持って

いる 
34           

30歳代 自分が持っている 

 
58           

40歳代 自分が持っている 

 
115           

50歳代 自分が持っている 

 
146           

60歳代 自分が持っている 

 
157           

70歳以上 自分が持って

いる 
177           

30歳未満 自分は持ってい

ないが同居家族が持っている 
0           

30歳代 自分は持っていな

いが同居家族が持っている 
1           

40歳代 自分は持っていな

いが同居家族が持っている 
1           

50歳代 自分は持っていな

いが同居家族が持っている 
7           

60歳代 自分は持っていな

いが同居家族が持っている 
11           

70歳以上 自分は持ってい

ないが同居家族が持っている 
48           

30歳未満 同居家族を含

め誰も持っていない 
0           

30歳代 同居家族を含め

誰も持っていない 
0           

40歳代 同居家族を含め

誰も持っていない 
0           

50歳代 同居家族を含め

誰も持っていない 
2           

60歳代 同居家族を含め

誰も持っていない 
8           

70歳以上 同居家族を含

め誰も持っていない 
29           

 

  

28.8

17.6

37.9

26.1

30.8

26.8

31.6

0.0

100.0

14.3

27.3

29.2

0.0

25.0

31.0

18.6

14.7

17.2

20.9

19.9

22.3

18.6

0.0

0.0

28.6

9.1

14.6

0.0

12.5

10.3

40.6

58.8

43.1

47.8

42.5

38.2

35.0

0.0

0.0

42.9

63.6

37.5

100.0

37.5

34.5

12.0

8.8

1.7

5.2

6.8

12.7

14.7

100.0

0.0

14.3

0.0

18.8

0.0

25.0

24.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要 必要とは思わない わからない 無回答



Ｃ-07 
  
ＦＭいずのくにへの市のかかわり方について、ご意見やご提案がありま

したら、お聞かせください。 

 

                       【有効回答数 257件】 

  キーワード 件数 割合 

1 知らない・聞いたことがない 69 26.8 

2 電波の改善 28 10.9 

3 スポンサーの継続 21 8.2 

4 番組内容の充実 18 7.0 

5 地元に密着した情報 16 6.2 

6 災害情報 14 5.4 

7 パーソナリティの強化 12 4.7 

8 インターネット・SNSの情報で充分 12 4.7 

9 「FMいずのくに」の認知度向上のための PR 9 3.5 

10 聴き方がわからない 6 2.3 

  その他 55 21.4 

  特になし 23 8.9 

 

自由記述                           （なし、特になし、を除く。） 
“ＦＭいずのくに”そのものの組織がわからない 

「災害時」特殊状況においては必要と考える。「日常の地域情報」としてはどれ位の人が利用し、どれくらいの人に届いて

いるか疑問である。 

・内容に面白味がなく、他局と比較して三島の方を（Ｋ－Ｍｉｘ）選んでしまう。・年々（初年度は４００万円と聞

いているが…）補助金負担が多くなっているようですが、市としても利用できているのですか。・２回程出演しましたが、そ

の後の声かけとか反響とか聞いたことはなく（放送自体を）尚更聞かない。・市のラインを利用開始しているので、情報

は入手できている。 

２０～３０代の若い世代のパーソナリティがいた方が若い子が聴くと思います。 

club いずのくににメールで申し込んでも連絡が一切ないです。 

2回くらいやってみましたが、何の対応もありませんでした。 

ＦＭいずのくにがあることしらなかった。 

FM いずのくにがあることをしらなかった。 

韮山地区は非常に携帯の電波受信が悪いが改善されない。 

４G から５G と言われてる中、受信の柱が 2本も立たない。 

ＦＭいずのくにがある事も知らなかったし、ラジオを聞く機会がない 

ＦＭいずのくにがある事を知りませんでした。 

ＦＭいずのくにが何か分からない。 

ＦＭいずのくにが何の役に立っているかわからない 

FM いずのくにが開局して以降、災害情報を得るためにつけたりはしているが、今のところクリティカルな情報が得られたこと

がない。台風 19号のとき避難を決定づけたのは、ラジオの情報ではなく、Twitter上の写真等の情報だった。 

一方、通常時はラジオを聴く習慣がないのに加えて、電波が入らない。車のラジオですら、検索に引っ掛からなかったりす

る。また、ネットに繋いでまで常時聞くことはない。同じネットならみんな YouTube等を見てると思う。 

本当の有事の際には意義を見出せるのかもしれないけど、今のところわかりません。 

ＦＭいずのくにで働く方は、どのような募集でしょうか？公平さに疑問が残るのではないでしょうか？ 

ＦＭいずのくにについての知識がない、知らなかった。活用方法や活動内容などを知る術が欲しい。 



ＦＭいずのくにの事は知らなかった。もっと宣伝が必要なのでは？ 

ＦＭいずのくにの聞き方がわかりません。防災ラジオのＦＭでかけても聞く事が出来ない様です。（今はラインで伊豆の

国市の事は全て間に合っています。） 

ＦＭいずのくにの放送がポケットラジオで聴く事ができれば大変よろこばしい事ですが、仕事の昼休み中に乗用車の中で

利用させていただいています。市議会も放送中継して下さるので有難いです。 

ＦＭいずのくには知っていますがどういうように聞くのかがわかりません。くわしく知りたいです。 

ＦＭいずのくにをよりよくサポート希望します。 

ＦＭいずのくにを知らない人が多いかな 

FM いずのくにを聞けるアプリがあれば聞くのに便利 

例えば市役所のホームページから聞けるとかアーカイブをきけるとがあれば聞くかも 

ＦＭいずのくに知りませんでした 

ＦＭいずのくに聴こうと思ったことない 

ＦＭいずを聞いたことがないので答えられません。災害時には必要なツールになるかと思います。 

ＦＭいづのくに、そのものを知らなかった。 

ＦＭぬまず・ＦＭ三島函南は聞きやすい（地域情報がいっぱい）パーソナリティの努力が必要なのでは？ＳＮＳは

「即時性」が有るがスマホ等持っていない人にはラジオが必要ではないかとも思う。番組作りの再構築を考えた方が良いの

では…。（入学式の中継をするとか、イベントの中継とか行けない人の為に！）藤田弓子さんにやってもらうとか…。広

報いずのくにに便組表（タイムスケジュール）をのせては…。 

ＦＭはよく聴くがほとんどＫ・ＭＩＸ。地元ゆかりの有名人が出るとよい。 

ＦＭは聴かない 

FM を災害時は流すとか 

FM を実際に聴取していないので地域情報や災害情報を得たことがない 

それに使う予算があればツイッター等で発信したほうが有用 

ツィッターはスマホがあれば受信できるので便利ではないだろうか 

ＦＭ伊豆と電波の取り合い有り。伊豆と電波をもっと区分すべき。 

LINE による情報がメイン。ラジオはエンターテイメントという認識。kmix は聴いている。 

あまり知らないので、もっとＰＲした方がよい。市と共にもっとＰＲする。 

あまり知られていないので視聴範囲を拡げて欲しいです。 

あまり馴染みがないので、聴く機会もすくなくて意見も、ない 

あることさえ知らなかった 

あることすら知らなかった 

あることを知らなかったので、まずは周知してもらう取り組みが必要だと思う 

あること自体を知らないので意見はありません。 

いずのくにを詠む俳句コーナーをアナウンサー（パーソナリティー）をつかって創る。 

いつもどのような内容で放送しているのかわからない 

いつも気にしてますが、はっきり聴こえた事が無いです。 

イベントが好きでよく行くのですが、そこで FM いずのくにの方々が来て生放送？してくださっているのをいつも楽しく見ていま

す。 

これからも伊豆の国市を盛り上げてくれたらと思います。 

いらないと思う。税金かかりすぎ。 

インターネットなどの普及もあり、悲しいですが辞める決断も必要かもしれません 

インターネットにつながりにくくなる災害時に重要かつ必要な情報が最速で流れるような状態が望ましいです。 

インターネットの充実を計って欲しい 

けいたいで聴けるのですか？それすら分からない…災害情報はすごーく大事なのでＬｉｎｅの伊豆の国でラジオの聴き

方、大切さをのせて下さい。 

このアンケートでＦＭいずのくにがある事を知りました。もっとアピールが必要だと思います。 

これから聴きたいです。 

さまざまな職業の人が出演できるようなプログラムを組んでほしい。 

スポンサーとしての契約料金は高いと思いますが、ＦＭは必要だろうと思う。 

スポンサーとしては協力しつづけるべきだと思います。ただし、ＦＭいずのくに自体が健全経営できるようになる事も大事だ

と思います。 

スポンサーとして毎年かかる経費が高額であり、負担が大きいと思います。 

スマートフォンの方が早くニュースがわかる 



スマートフォン等を使う年齢層にはＦＭ放送では情報が遅いかもしれません。 

しかし高齢者などラジオが生活の中に入っている方には必要だと思います。 

スマホアプリで利用したことがあります。選挙速報を聴く際に利用しました。 

そのお金を子供たちに使った方が良い。 

そもそもＦＭいずのくにをこのアンケートではじめて知った。ラジオを聞く習慣がないので、災害時、常時、共に生かせる気

がしない。 

そもそもＦＭいずの国そのものがある事を知りませんでした。毎日５時になると放送したりしているあの放送の事ですか。ど

うしたらそれが利用出来るかの方法もわかりません。 

そもそも知らなかった 

タレントを含めたイベント 

チラシ等で番組、内容をお知らせして頂きたい 

つまらない。楽しくない。近隣のＦＭ局の方がおしゃれ。楽しく、いつも聴いていれば緊急時にも聴いていると思う。 

電波が悪く聞きにくい 

パーソナリティーの育成 

パッとしない 

フィルター（個人的な考え方）が少ないありのままの情報を心がけていただけたらと思います。 

ほとんど聞いていません。知り合いがでるというので１度かけたのですが聞きにくかったです。 

まず市民のどのくらいの割合の方が聞いているのか疑問です。市から毎年７００～１１００万円の番組を購入してい

るとは、はじめて聞きました。この費用もどうかなと思います。 

もっと各世帯に FM いずのくにについてお知らせするべき。正直 FM いずのくにについてあまり良く知らない。 

もっと関与するのであれば、防災ラジオと FM いずのくにの連携等はどうか。 

もっと市民にアピールする 

もっと積極的にアピールして頂けると災害時、地域情報を得ようとＦＭ聴くかもしれない。ＮＨＫ、ＳＢＳ放送にチャン

ネル合わせてしまいました。ごめんなさい 

もっと聞こえる様に 

やめるべき 

ゆっくり話して下さい！風の時は流れて聞こえない！ 

よく知らない 

より多くの市民の声を継続的に汲み取るツールとして活用する 

より多くの人が興味を持つような創意工夫が必要 

ラジオは AM も FM も自宅、車内ともあまり聴かないので、なんともお答えできません。 

ラジオをきく機会があまりないため、そういう人でもきくことができる場をふやす等 

ラジオを聴かない 

ラジオを聴く機会がなく、術もないので必要性を感じない。 

ラジオを聴く習慣がないが災害時避難先で情報が聞けると良い 

ラジオを聞かないので必要と思いません。 

ラジオを聞くことが車運転中のみ 

ラジオを聞く時間帯は？と問われれば、運転中、家に居る間と、ごく僅かな時間に限られます。やはりインターネット、ＳＮ

Ｓ等で情報を得てしまいます。 

ラジオ等を聞かない事が多くなっていて、災害等のそなえで持っているだけだと思います 

ラジオ聞かない、車中で時々ＦＭ（ＮＨＫ） 

わからない 

わからない 

以前はリハビリ（母）をしながらよく聴いていた。町が変わってしまったので聴いていない。リクエスト曲も同じパターンが多

かったと思う。 

以前は株主でしたが、恩恵もなく、余りにも視聴率が低すぎて今後の存続も危ぶまれる。 

視聴率を上げるためには何が必要か早急に検討すべきである。 

以前は良く聴いていたが、ＭＣが素人でつまらないので最近は聴いてない。今は、通勤時にボイスキュー（７７．７Ｈ

Ｚ）ばかり聴いている。 

伊豆の国市メール配信サービスの登録をしているので、FM いずのくにを聞く必要性を感じていない。 

伊豆の国市をライン登録しているので、おしらせや災害情報を得ることが可能なので利用しています。 



伊豆市に住んでいた時は有線放送でいろいろな情報（地域情報など）が聴けたが、ＦＭいずのくにはどうしたら聴くこと

ができるのですか。 

意見を聞いて変わりますか？ 

近隣で合併したら良いのでは。（答えになっていませんが。） 

携り方かどうか分かりませんが、エンターテーメント部分が多く、地域のお悔やみ、地域のお知らせ（学校関係、町、交通

工事箇所）が少ない様に感じる。そういう感じなら聴こうかなと思います。 

経営的観点から、ラジオ番組単体での存続は非常に困難であるのは事実です。 

しかしながら、大規模災害等が予想される中で、ラジオを媒体として緊急時の情報を流す有用性は変わらないと思いま

す。 

緊急時の情報収集手段として、主軸となるものはインターネットではありますがデメリットも多く予想されます。 

個人的には FM いずのくに が要している役割は重要だと感じています。 

『普段誰も聞かない』『携帯や PC があれば十分』等の意見が大きくなり、排他されてしまう事は、地域における IT弱者

を 

排他する事と変わらないのではないでしょうか。 

そのような事が起きぬよう、これら情報ツールのメリット・デメリットを地域が理解し受け入れることが必要だと考えます。 

だからこそ、市がスポンサーとしてあり続けることには意味があるように思います。 

原木は入りにくいので、聞きずらい 

個人的には必要ないが、市として必要ということであれば継続して関与し、健全経営でき得るためのサポートもするべき。 

アンケートを通じて市民の意見や考えを聞くのはいいが、市長はじめ市役所員、市議会議員の皆様がコミュニティ FM の

有効活用について真剣に考えてほしい。（有効活用している地域、自治体との意見交換会など） 

公開放送などされて、地域の方達と触れ合う機会をもたれたらいかがでしょうか。 

広告が足りない 

広報もあり、広報無線も流れて市の情報は知ることができるので充分である為必要性はないと思う 

広報を活用し、番組表やおすすめ番組等掲載し、まずは聴いて頂くことで、そこで広く意見をつのる。 

広報伊豆の国の放送時に同時に放送して下さると良いです。 

今どきラジオを聴く人が少ないと思うし、インターネットでも情報を得られるので FM いずのくにの必要性はあまり感じられな

い 

今の時代にラジオを使用する必要性、メリット、デメリットはお考えになられていらっしゃるのでしょうか？ 

今までの内容と未熟な報道能力に大金が使われていたのには驚きました。魅力ある内容でなければ地域情報は地方

紙、日々新聞で充分です。 

災害が起きそうな時、起きた時の情報ツールとしたいですね。いざという時にローカル被害情報、安否情報、また、命を守

るための注意点等々伝達身近だからこそ重要な fm局だと思います。 

無感地帯があるということについては、アンテナの方向に問題があると思います。八木アンテナですが、これは指向性があ

り、見た目ですが北方向(富士山方向)に向けてはいけないとの指導があるようですが、そちらに住民は多く住んでいるの

です。 

昨今の社会情勢を考えると、インターネットラジオの充実も大きな解決策となるのではないでしょうか。 

日頃から防災訓練の時に、fm いずのくにも訓練に参加して、災害があった想定をして、被害状況や安否情報等の伝達

訓練等も実施したら良いと思います。今までは市役所との連絡体制、警察や消防との連携体制に問題が多々あったと

聞きますが、本来のコミュニティー局の在り方から判断したら問題大有りでした。 

とにかく閉局にならないように、工夫する必要があると思います。 

現、この局の番組審議員をしています。失礼いたしました。 

災害時、必要になると思う。 

今現在、身近な存在でない。 

実際聞いた事がない。 

災害時ＦＭ放送は非常に重要な役割となると思うが、ＦＭいずのくにの現状では当てにならない印象。日常から有益

な情報を発信して、住民の信頼を取っておくことが必要と思います。 

災害時にケータイのバッテリーとかもっているかわからないのであったほうがいいとおもいます。 

災害時にはラインやメールで逐一状況を発信していただければ今のＦＭいずのくにの「聴こえない」状況ではＦＭでの災

害情報は不要と考える 

災害時には必要なのだろうなあ、とは思うが普段聞かないし、一度聞いたがおもしろくないので数分で聞くのをやめてしまっ

た。 



災害時には必要な情報を正確に速やかに伝えてほしい。１人くらい「えー、うーん」とか言わないきちんと伝えられるアナウ

ンサーが伝えてほしい。きちんと話せない人が番組をやっていても聴かない。市には必要なラジオになってほしいから、伊豆

の国市のことをもっとちゃんと伝えてほしい。 

災害時に停電でも使える。普段は、そんなに必要ではないが、災害時は役に立つので、その時だけ活かすでも良いので

はないか。 

実際のところ、庶民感覚で 700～1100万円は高額だが、行政予算としては大げさな予算でもない。 

災害時の連絡等に必要です。 

電波が届き難い場所等の整備が必要です。 

災害時はスマホのラインだけでなく二重にも三重にも情報を得る手段が欲しいと思うので、聴こえない地域の私には不安

があります。難視聴地域の改善に取り組んで欲しいです。 

災害時用に特化した利用でいいと思う 

スマートフォンでもラジオは聞ける（防災ラジオを配布するような無駄なことは必要ない） 

ただし、設備は大地震後でも活用できるように整備する必要があると思います 

災害情報、市政情報はスマートフォンの情報。音楽番組等はＦＭいずのくに。番組パーソナリティーの魅力アップ。 

災害情報を得る手段は FM いずのくに以外にもあります。他局のラジオ、テレビ、インターネットなどで充分です。また、市

内でも聞けない地域があるのに市税を投入するのは市民の利益に偏りが出ていると感じます。直ちにとは言わずとも FM

いずのくには民間として自立するよう支援し、今後は市民に愛される楽しい番組を目指して頑張っていただきたいです。 

子供たちが参画するような番組を作るなど、親を含めて聞くきっかけを作ってはどうか。聞く機会が増えれば、災害時の情

報入手手段にもなり得る気がする。 

市が主導すべき 

市のかかわりが不明。市の情報（特に防災情報）をタイムリーに流す計画か。 

市の広報として有効に利用しているのか疑問 

市の災害担当と連絡を密に取り合い、「顔の見える」災害情報を流してほしい。 

市の全域に聴こえないのに税金を入れていることに疑問。市民の受益が平等でないと感じる。廃止を望む。 

市の放送が聞きとりにくいのでＦＭいずのくにがもっと情報発信してほ欲しい 

市民のどれだけの人が聴くことができるのか、聴いているのか不明。住んでる地区で聴くことができないので、個人的には市

の予算を使わないで欲しい。 

市民の多くが利用していない施設等は廃止含め市民の融資を集めて検討すべきかと思います。 

市民の目線にたって放送してもらいたい 

市民への情報提供する趣旨からは重要と考えます。 

市民への情報伝達のツールとて積極的に活用してほしい。 

私は聴いていないので必要としないが、 

70歳～の年配の方が必要としているかを確認して、あまり必要としていないのであれば無くてもよいと思う 

視聴出来ないためノーコメント 

資金援助はしても、放送内容に干渉しない。 

自宅ではＦＭ等ラジオは聞きませんが、車に乗った時にたまにＦＭをつけます。災害情報や地域情報は必要だと感じて

ます。 

自宅に居るのなら聞くだろうけど、いずのくに限定だと情報が狭すぎる。 

自分たちの「ＦＭいずのくに」という意識が市民に少なく感じます。ラジオを聞いて、１日の行動を決めるというような、生

活のヒントになる情報が必要かと思います。 

自分はＦＭ放送が聞けるからとラジオを買いましたが自分の所は、きこえません。だから必要ないです。 

自分はあまり聴いていないが、聴いている方々も多数おられると思うので、今迄と変わらない支援で良いと思う。 

自立できない（健全経営できない）のであれば、廃止を含めて検討すべき。 

実際ＦＭ放送をほとんど聞かないため何とかも答えずらい。（現在はＴＶ中心） 

実際に災害がおきた際にラジオを通して情報を得ることはあるかもしれないが、日ごろからラジオを使用している人はごくわ

ずかだと思う。年配の方を思うと必要な手段かもしれないが、今後力を入れていくのであれば、ラジオではなく、SNS等の

情報発信手段に力を入れた方がよいのではないかと思う。 

車で外へ飛び出しコミュニケーションを多くとってほしい 

車に乗った時位しか聞く事がありません。何かあった時は重要です。知る事も多いので、頼りにしています。 

車の中でたまに聞く程度。自宅ではうまく聞こえないので災害情報はスマホか町内一斉放送でいいと思います。 

若者はＳＮＳなどで情報を得ることが多いので、高齢者が聴きやすい、高齢者向けにしたらいいと思います。 



受信電波が聴きやすい（送信場所）に変更して、受信感度上げてほしい。 

市の機関で受信し館内放送して市民にもっと情報を提供する。 

周辺コミュニティＦＭと協業（番組作り）が必要 

出している金額に対して見合った効果が出ているならそのままで良い。見合わないのであれば金額をへらすなど考えるべ

き。 

出資の額に見合った効果が得られているかは市の判断、縁を切るかはドライに対応すべき。 

出力不足か、周波数か、聞こえにくいところが多い。 

ダイヤルチューナーだと選局しずらい。 

新型ウイルスの感染者の毎日の人数やワクチン接種の日々の状況など放送してほしい。インターネットなど持っていない

人のため。他にＡＩの使用やマイナンバーカードなどは停電その他の問題が心配される。 

深夜でもニュース等聞きたい 

人口 5万にも満たない市では、黒字経営は無理では。 

税金が使われているならムダ 

税金を使わず自助努力で運営して欲しい。ニーズが低いので。 

設立以来一度も聞いたことがない。ムダ 

存在を知らなかったのでよくわからない。 

大仁地区は聴こえにくく、情報不足（ＰＲ）だと思う。もっと聴いてもらえるように工夫してほしい。 

大勢の人が聞くようなディスクジョッキーが有れば地域情報も伝わると思います。以前は車中で聴いてました。 

大々的にＰＲされていない（私自身が知らないだけなのかも…）ような気がする。どんな番組があって、チャンネル数もわ

からない。 

短い文章だとわかるが長くなると年よりの為かわからない。山の近くの為か、放送が聞き取りにくい。 

男の人の声だと聴きとりづらい。行方不明者を知らせる内容は気をつけて聞きたいのではっきり話してほしい。 

地域に即した情報を発信し、地元感を出して行くのが良いかと 

地域に密着していて良いと思います?? 

地域の学校に認知させる。出演させる、子ども達を。 

地域の事を話題にしてほしい 

地域の情報をもっと取り入れるべきだと思います。 

地元に密着した話題って、放送されているのですか？ 

中途半端 

聴いたことがない 

聴いた事がないのでわかりません 

聴いた事がないので何とも言えない。仕事に行っていれば聴いている時間がない。家にいる時間が少ない人にはどうでしょ

う？ 

聴いていないのでわかりません 

聴いていないので良くわかりません 

聴きかたもわからない。 

聴こえないＦＭにかかわる事の意味が不明。市全域聴こえれば、かかわりは大いに意味有。 

聴こえるがききづらい 

電波が弱いのか、よく聴こえない。Ｋ－Ｍｉｘの方がきれいに聞こえる。しかし地元の放送が聞ける方がよいので電波状

況改善してほしい。 

電波の整備が必要かも 

電波状態が、もう少し改善されるとうれしいのですが… 

同局の放送を聞いたことがなく、したがって興味がない 

内容については担当の人のご苦労がわかりますが、その割には今一つ利用者が少ないような気がします。当方の地域は 

視聴困難。そういった偏向性は、実態以上に反感を惹起しますので気を付ける必要があります。 

あれば良い better、どうしても必要かmust ではない、をよりランクアップする必要がある。 

難聴地域を無くして欲しい。 

日常生活の中でラジオを聴くことが少なく、車に乗った時に聴くだけです。 

日々、情報集めをしてくれていると思う。市がバックアップしてもう少し共有情報として市役所でも待っている間に字で解か

る案内を提示してはいかがですか？ 

年代にもよると思いますが、家庭でラジオを聞く事がない。 



発信するのであれば、市内全域ではっきり聴こえるよう整備してほしい。 

そうしないと必要性が全くわからない 

番組の変更、パーソナリティの変化など変わりすぎて昔より親身さがなくなってきている。 

必要と見えるがみんなに聴いてもらえるようにＰＲを行う事 

必要ないと思う 

必要なし 

必要性がとくになければ、市として税金をつかってまで支える必要はないのではないか。 

必要性を感じない。ＳＮＳ情報有る。 

不要な支出は控えるべき 

普段ラジオを聴く習慣が無いので、つい聴かなかったのですが一番身近なので、今度何かの時には聴くことにします。 

普段全く聞かないので分からない 

普段聴いていないのでわからない 

普段聞いていないので分かりません 

分からない 

聞いたことがないから分からないが、スポンサー料を出すに足る放送をしているか検証してほしい。 

聞いたことがないのでよくわかりませんが、SNS等で用がたりるような気もしつつ、でもやはり災害時にはラジオが必要な気

もします 

聞いたことが無いので、なんとも。 

聞いたこともないし、これから聞くこともないと思います。 

聞いた事がないのでわからない。 

聞いていないので特にない。 

聞いてないからわからない 

平素はスマホで情報を得ますがＦＭは必要だと思う 

放送していることを、もっと宣伝してほしい。 

放送内容がわからないので返答しようがない 

防災、防火、災害情報、桜の開花情報、台風情報、交通情報、取締り情報等 

防災訓練、駅伝などの様子を放送したり、そのことを事前に市民に伝えておくなどしたい。 

防災無線があればあまり必要を感じない。 

本当の災害時にちゃんと機能するのか疑わしい 

毎日聴けるような話題と身近な情報（買い物情報等）を充実してほしい 

毎年 1000万円近くの税金をつぎこむに値するとは思えません。高すぎる。情報伝達手段は他にもあるので。 

民間運営である以上、市がスポンサーとして応援するしかないと思う。可能ならば、ＦＭいずのくに、伊豆の国市、市民

で「市民放送局」としての在り方を意見交換する場を定期的に設けてはどうだろうか。 

役に立っていると思えない 

有名人にパーソナリティーをやってもらう 

予算がとれないから、聴いている人がいないから等の理由で終わらないで欲しいです。文化、コミュニティーの一部としての

こしていって欲しいです。 

予算額は減らしつつ、かかわっていった方が良いと思います。日々の行政的な情報発信や、災害時の対応はもちろんの

為。 

余り住民に知られていない様に思う。 

余り重要してない。市民に対しての役目してるのかなー？ 

力を入れてほしい 

 


